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ル酸アミノ基転移酵素(アイソエンザイム 1 )が存在する。三種の臓器から，アイソエンザイム 1
を電気泳動的に単一にまで精製し，その性質を検討した結果，どの臓器の酵素もよく似た性質を示
し，アミノ酸に対して広い基質特異性を示した。アミノ酸に対する活性の強さは， L- アスパラギン
酸>Lーチロシン> L-フェニルアラニン> L- トリプトファン> 5- ヒドロキシーL- トリプトファン
>Lーキヌレニンの順であった。基質特異性，基質阻害，細胞内分布から アイソエンザイム 1 は
ミトコンドリアに存在するアスパラギン酸-2-オキソグルタール酸アミノ基転移酵素と同一である




の等電点は， pH 8.0 (HPTl) と pH 5.2 (HPT2) であった。 HPT2 は多くの臓器に存在してい







(3) アラニンーグリオキシル酸アミノ基転移酵素は 肝臓に二種類存在し 一つはHPTl と同一で、あ
り，分子量は約80000である。もう一つは分子量220000 を示し，アラニンーグリオキシル酸アミノ基
転移活性の大部分を占めている。この分子量220000の酵素をラットの腎臓から約500倍に精製し，
その性質を調べた。アミノ酸に対する基質特異性は アラニンと 2- アミノ酪酸に対して強い活性を


















ラット肝には少くとも 4 種のキヌレニン・アミノ基転移酵素が存在する。その 1 種はミトコンドリ
アに局在するグルタミン酸ーオキザロ酢酸トランスアミナーゼ (m-GOT) であり，アミノ酸に対する
特異性は L-アスパラギン酸>L-チロシン >L-フェニルアラニン >L- トリプトファン> 5- ヒドロキ
シー L- トリプトファン >Lーキヌレニンの順である。第 2 種はα ーアミノアジピン酸ーα ーケトグルタル
酸アミノ基転移酵素であるが，この酵素は，従来，キヌレニンートケトグルタル酸アミノ基転移酵
素と称されていたものである。第 3 種は，グルカゴンで誘導され， しかも，肝臓にだけ存在するアラ
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ニンーグリオキシル酸アミノ基転移酵素であるが，この酵素はセリンーピルビン酸アミノ基転移酵素
およびヒスチジン(フェニルアラニン)ーピルビン酸アミノ基転移酵素 (HPT- 1 ;分子量約80 ， 000)
と同じものである。第 4 種は，各組織に広く存在するヒスチジンーピルビン酸アミノ基転移酵素(HPT
-2) であるが，この酵素はグルタミンー2- オキソ酸アミノ基転移酵素 (K型)と同じものであり，ア
ミノ酸に対して広い基質特異性をしめす。
これまでのアミノ基転移酵素の研究には，単に反応に基いて，存在する酵素が命名されたものが多
い。したがって，多種多様のアミノ基転移酵素が存在すると考えられてきた。本研究においては，そ
れらのアミノ基転移酵素が純粋に精製され，基質特異性などの性質が明確にされ，結果として，実在
する酵素が明確にされた。したがって，本論文は理学博士の学位論文として十分に価値があると認め
られる。
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